
「
熾
煙
二
十
詠
」
に
就
い
て

憩
　
田
’
喜

K良

は
　
し
　
が
　
き

　
英
佛
二
國
に
存
在
す
る
離
し
い
蝋
煤
文
書
も
、
我
が
邦
や
支
那

め
墨
者
の
餓
十
年
に
亙
る
不
噺
の
努
力
に
よ
っ
て
、
或
は
撮
影
或

は
筆
録
さ
れ
て
、
今
鷺
で
は
ぞ
の
精
華
の
大
傘
が
幾
ん
ど
翫
に
學

界
に
紹
介
し
識
く
さ
れ
た
と
い
っ
て
差
支
な
い
。
而
か
も
猫
ほ
彼

々
に
し
て
漁
海
の
癒
珠
の
拾
ひ
上
げ
ら
れ
る
こ
と
が
無
い
で
も
な

い
が
、
叢
に
わ
た
く
し
の
紹
介
し
よ
う
と
怒
ふ
「
蝦
焼
二
十
詠
」
の

如
き
、
先
づ
そ
の
一
と
し
て
許
さ
れ
て
よ
か
ら
う
。
こ
れ
は
徽
煤

地
方
の
名
析
鷺
蹟
葱
詠
じ
た
減
摩
律
詩
二
＋
首
の
詩
篇
で
あ
っ

て
、
文
學
的
作
品
と
し
て
は
賜
り
高
く
懸
爪
さ
れ
る
も
の
で
は
な

い
が
、
そ
の
内
容
が
一
種
の
地
方
誌
艶
文
獣
と
し
て
、
か
の
沙
州

都
督
府
糊
経
や
緻
煤
録
な
ど
の
嗣
や
補
ひ
、
或
は
ま
た
葺
に
印
鐙

「
簸
…
煙
毒
牽
詠
獄
に
就
い
て
（
艦
騨
醗
）

す
る
に
足
る
も
の
を
有
つ
で
る
る
所
に
慣
簸
が
あ
る
の
で
あ
る
。

わ
た
く
し
が
こ
の
詩
篇
を
見
た
の
は
、
佛
薗
爾
の
三
民
闘
書
館
に

顕
す
る
ペ
リ
オ
叢
書
將
來
の
騒
娘
文
書
の
申
で
あ
っ
て
、
凡
て
三

．
本
あ
る
。
い
ま
罰
教
授
の
緻
焼
難
病
蟻
録
に
よ
っ
て
示
す
と
次
の

姉
く
で
あ
る
。

　
　
一
　
第
二
七
四
八
號
　
こ
れ
は
古
丈
爾
書
巻
九
の
残
巻
で
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
謎

が
、
そ
の
紙
背
に
「
蝦
燵
二
塁
詠
」
が
書
爲
さ
れ
て
る
る
の
で
あ
る
。

古
文
倫
鰻
日
の
こ
と
は
董
重
民
氏
の
巴
黎
緻
煙
、
残
巻
叙
録
第
二
輯
に

解
説
が
囲
え
て
み
る
し
、
ま
た
わ
た
く
し
の
緻
燵
．
秘
籍
留
坑
に
も

書
影
を
掲
げ
て
お
い
た
か
ら
、
藪
に
夏
め
て
賢
く
必
要
も
あ
る
ま

い
。
い
ま
問
題
の
「
緻
煙
二
＋
詠
」
に
就
い
て
委
し
く
尊
べ
る
と
、

こ
れ
は
極
め
て
拙
い
手
蹟
を
以
て
、
燕
歌
行
・
古
賢
集
・
大
沼
行
・

長
門
怨
・
講
師
癒
瀦
爾
鷹
歳
書
・
正
照
君
怨
讐
詞
人
蓮
伺
な
ど
と

第
二
＋
繊
巻
　
内
灘
號
　
　
一
概
　
鵬

（835）



「
蟻
燃
二
十
詠
漏
に
就
い
て
（
紳
簾
）

　
い
ふ
も
の
・
後
に
書
窮
さ
れ
て
み
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
唐
末
藩

し
く
は
盛
代
の
．
畷
に
書
爲
さ
れ
旗
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
心
入
も

　
一
見
認
め
得
る
燐
で
あ
．
る
。
然
し
「
緻
焼
二
十
詠
」
と
し
て
は
、
殆

ど
首
尾
完
胤
固
し
て
る
て
、
多
少
の
誠
宇
や
脱
字
の
あ
る
外
、
こ
れ

が
尤
も
依
糠
す
る
に
足
る
も
の
で
あ
る
。
わ
九
く
し
は
便
愉
ヒ
こ

の
本
を
「
緻
煙
。
二
季
詠
」
の
第
一
・
本
と
宿
す
る
こ
と
・
す
る
。

　
二
　
第
二
九
八
避
號
　
こ
れ
嫁
、
皆
紅
二
＋
詠
し
そ
の
も
の
を
宴

し
た
臓
紙
の
購
簡
で
あ
る
。
緩
に
最
初
の
瀧
首
と
第
六
首
の
繭
孚

と
を
書
爲
し
た
の
み
で
終
っ
て
み
る
の
が
惜
し
い
。
尤
も
用
紙
に

汚
損
が
甚
し
い
上
に
、
書
晶
も
亦
．
た
敵
前
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は

雑
な
く
、
決
し
て
警
霧
本
で
は
な
い
。
そ
の
大
所
の
、
面
貌
は
瓢
焼

秘
籍
留
菰
に
載
せ
て
お
い
た
爲
眞
の
細
り
で
あ
る
。
こ
れ
な
「
熾

擁…

�
¥
詠
」
の
第
二
本
と
す
る
。

　
一
二
　
第
…
窯
ハ
九
〇
｛
號
…
　
か
）
れ
は
白
山
融
…
紙
の
一
長
怨
で
、
由
創
面
に
は

旗
亭
麟
の
薯
し
た
「
薩
二
言
」
と
題
す
る
佛
書
が
書
い
て
あ
る
の

で
あ
る
が
、
そ
の
紙
背
に
ま
た
「
雪
焼
二
十
詠
」
が
書
篇
さ
れ
て

る
る
の
で
あ
．
る
。
然
し
こ
れ
は
第
一
本
に
も
劣
る
副
書
で
あ
．
る
の

．
み
な
ら
す
、
最
初
の
第
｛
首
と
第
二
首
の
起
句
置
宇
と
φ
4
8
書
慮
…
し

繁
鵬
牽
羅
懸
　
第
鰻
飯
　
　
～
七
難

そ
れ
か
ら
ま
驚
騎
に
第
一
重
の
潮
肇
を
書
賛
し
て
み
る
響
け
で
あ

っ
て
、
恐
ら
く
効
児
の
戯
書
に
簸
た
も
の
で
あ
ら
う
。
禰
し
て
そ

の
薫
炉
の
年
代
も
亦
九
決
し
て
唐
末
ル
湖
ら
な
い
。
特
に
灘
考
す

る
税
の
綴
纏
も
な
い
の
で
あ
る
が
、
兎
も
角
こ
れ
を
㎝
、
轍
燵
．
二
十

「
詠
」
の
第
…
∴
本
と
す
る
。

　
そ
れ
で
は
獄
上
の
．
避
本
を
蓼
照
し
て
、
先
づ
㎝
‘
緻
煤
二
愚
詠
」
の

本
文
を
紹
介
す
る
こ
と
に
し
よ
う
○

＠＠
第

本

第

本
に

は

開
田
の

乙鋳

が

舶
い
　o

戴
し

第

峯
に

は

一ト
騰馬

秘

本
に二

は

一ト

を

山
群
に二

作
る

　e

＠

第

本

第

本
に

は

沙5
｛
・
1

の

菟・二

が
勲著

い
　o

莫
可
詳
悉
　v

聯
摩

　　　沙

袋鍛①

三．帯
磁①こ二

。　十②

向⑤詠

短⑥一

轟水

　c／

以

楓
美
名

口

鍮

紀
　け

略
槻
岡
録
　o

爾⑦粗
　　　寛

　　　山

　　　川

　　　諺

　　　口
　　　跡

　　　醸

　　　奇

卜

並
序（の

騨… P

緻
軽1

鰭

十

二
し
の
本

船

＠cv　o
第
二
煎
・
・
第
三
・
不
に
は
沙
三
門
の
二
字
が
磁
｛
い
Q

郷
二
本
・
第
三
本
に
は
二
十
を
山
群
に
作
る
。

第
二
本
。
第
蕊
本
に
は
開
田
の
一
苫
窄
が
無
い
。
戴
し
第
二
本
に
は

序
の
塞
丈
を
啓
す
燈
が
、
第
三
確
に
は
発
然
之
鳶
多
く
Q

第
二
本
に
は
危
を
電
に
作
る
。
下
ま
た
補
じ
。

第
一
本
に
は
向
の
俘
が
無
い
○
い
ま
第
二
本
に
鎗
る
“

第
　
本
に
は
短
の
下
に
見
の
寧
が
あ
る
が
、
恐
ら
く
丁
寧
で
あ
ら
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う
。
嬉
二
本
に
糠
鱒
っ
て
遡
っ
た
。

　
⑦
第
一
本
に
は
爾
の
下
に
突
の
字
が
あ
る
。

　
　
①

　
（
一
）
三
三
由
詠

　
　
②

課
危
鎭
郡
望
。
繭
鰐
凌
嘗
蒼
。
設
題
不
毛
髪
。
四
猛
撃
露
霜
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

巖
漣
難
論
瞼
。
地
寅
三
尉
面
。
風
爾
疇
渓
谷
。
聴
入
心
慮
傷
ぴ

　
①
　
こ
の
侮
賛
の
題
は
、
嚇
…
・
煙
秘
籍
留
眞
に
示
し
て
お
い
た
藥
二
本
の

　
　
爲
眞
に
見
る
如
く
、
蕎
本
と
も
に
詩
の
本
丈
の
直
ぐ
上
に
本
丈
と

　
　
蓮
ね
て
漱
屋
か
わ
て
あ
る
の
で
あ
る
が
、
　
い
裟
便
宜
上
別
州
1
7
に
更
め

　
　
た
。
ま
た
第
二
本
・
第
三
本
に
は
欝
驚
の
題
位
を
示
す
三
二
の
数

　
　
字
が
無
い
。

　
②
点
本
と
も
に
郡
、
を
韓
に
作
っ
て
み
る
が
、
い
ま
意
を
以
て
改
め
た
。

　
③
鯵
二
本
に
は
谷
を
譲
っ
て
浴
に
作
る
。

　
（
こ
）
臼
龍
堆
雪

　
　
①
　
　
　
　
　
　
②

簿
道
三
三
異
。
甑
羽
越
自
鳴
．
勢
疑
天
潴
動
。
殴
似
地
謡
驚
、

③
　
　

④
　
　
　
　
⑤
　
　
⑤

風
削
擾
蓬
の
。
入
蹟
刃
ぶ
雁
．
更
疎
樒
井
慮
。
臨
児
臼
龍
行
。

　
①
　
第
一
小
塾
に
は
異
の
字
以
下
勢
の
掌
に
蓬
る
七
字
を
掃
く
。
こ
れ
を

　
　
補
ひ
得
る
の
は
為
轟
く
櫛
馳
一
ご
不
の
｛
鞭
露
脚
に
麟
司
る
Q

　
②
鯵
…
本
に
は
藤
を
鼓
に
作
る
竃
、
い
裟
第
二
本
に
從
ふ
。

　
③
纂
一
本
に
は
割
の
字
以
下
四
字
驚
喜
く
。

　
①
　
第
二
本
に
人
の
字
な
鮫
く
○

　
⑤
第
｝
潔
に
は
雛
を
雛
に
勝
る
。
姑
ら
く
集
二
本
に
臓
ふ
亀
、
何
れ

「
蟻
蝶
二
季
詠
漏
に
就
い
て
（
騨
潤
）

　
　
が
薦
し
選
や
を
繍
∵
b
な
い
。

　
⑥
第
｛
本
に
は
見
の
字
以
下
照
柴
門
訣
く
。

　
（
慌
）
莫
高
窟
詠

　
　
①
　
　
　
　
　
　
　
⑨

露
嶺
欝
欝
漠
p
雲
難
業
碧
塞
。
電
購
チ
佛
叙
。
饗
綴
獺
天
宮
。

瑞
烏
黒
珠
影
。
盤
聴
吐
薫
蓑
。
誠
心
尊
勝
境
。
從
此
去
叢
談
。

　
①
．
第
…
本
に
は
干
を
誤
っ
て
予
に
作
る
◎

　
②
第
一
本
に
は
刹
勲
日
に
作
る
⇔
い
三
婆
一
一
本
に
後
ふ
。

「
（
四
）
武
略
泉
詠

賢
哉
李
廣
利
。
儒
將
討
一
一
。
賂
三
二
危
遍
。
出
連
萬
樵
楯
Q

　
　
　
　
　
①
　
　
　
　

②
　
　
③
①

・
野
外
刺
石
壁
。
機
矢
割
金
鳥
。
憲
感
飛
泉
湧
。
能
令
士
馬
丁
。

　
①
第
二
本
に
矢
を
誤
っ
て
急
に
作
る
。

　
②
第
二
塞
に
溝
能
の
二
挙
翫
鰍
く
。

　
◎
　
第
…
本
に
は
馬
を
厩
に
作
る
も
蕨
律
上
戸
で
あ
る
こ
と
は
晦
ら
か

　
　
で
あ
燈
Q
い
蓑
加
冤
二
本
に
從
ふ
。

　
④
第
一
本
に
甦
の
挙
を
餓
く
。

　
　
　
　
　
　
①

　
（
五
）
渥
蛍
池
天
馬
詠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎

渥
涯
爾
小
海
。
伊
晋
獣
醸
媒
。
拶
環
唾
罵
嚢
。
露
閥
曳
練
來
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

騰
駿
走
天
闘
。
三
彩
ギ
鎧
鼠
。
…
入
重
油
底
登
f
金
市
不
還
、

　
①
第
諜
本
に
雛
漆
池
猟
馬
の
蕪
字
を
無
く
。

　
◎
第
二
本
に
雲
溝
窺
の
…
鷲
Ψ
蕊
驚
く
。

第
工
十
蹴
巷
第
獣
搬
、
　
噺
勲
灘

（s37）



　
　
　
　
物
嚇
…
不
慣
十
詠
偏
に
就
酬
い
て
（
輪
旧
研
）

　
③
嬢
二
摩
に
厩
千
の
認
字
盈
鮫
く
。

　
　
　
　
　
①

　
　
（
六
）
　
腸
焼
成
滞
認

　
　
　
　
　
　
　
　
③
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

萬
慰
通
西
域
。
千
秋
爾
有
名
。
李
沙
迷
盤
路
。
管
井
引
欝
欝
。

轟
三
無
入
問
。
農
鶏
吏
不
穂
。
搬
畷
緩
陶
下
。
彊
夜
復
誰
属
。

　
①
策
敵
本
に
陽
詠
振
の
三
4
を
餓
く
。

　
②
　
儒
ザ
ニ
奉
に
爾
を
上
に
作
る
。
蒲
篇
に
よ
っ
て
諜
つ
た
の
で
あ
ら
う
。

　
③
策
二
本
は
鷲
の
字
に
て
鯵
り
、
以
下
全
山
を
飲
く
。

　
④
馬
□
の
二
寧
は
謎
鶏
の
灘
で
あ
る
か
ら
、
恐
ら
く
ロ
馬
と
あ
る
の

　
　
　
を
諜
つ
た
の
で
あ
ら
う
。

　
　
（
七
）
　
水
精
堂
詠

陽
関
臨
絶
漠
。
中
有
水
精
堂
。
噌
磧
鋪
銀
地
。
平
沙
散
玉
羊
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
り

艦
明
伺
夜
月
。
色
浄
含
秋
霜
。
可
期
奔
胡
塞
。
終
繍
蓬
帝
郷
。

　
　
（
八
）
　
玉
女
泉
詠

朋
人
祭
淫
水
。
黍
櫻
信
非
馨
。
蒲
豹
懸
河
伯
。
鮫
龍
遽
懸
紙
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

紅
粧
随
洛
捕
。
緑
醤
蓬
浮
薄
、
爾
有
鋪
金
冶
。
何
曾
玉
女
亭
。

　
①
第
一
本
に
察
を
巌
に
作
る
が
い
ま
意
セ
以
て
改
め
た
。

　
　
（
九
）
慧
慧
詠

悪
懸
焦
虜
下
。
悠
悠
探
幾
年
。
鱈
脇
櫓
實
霧
。
作
僕
聞
金
釧
。

色
入
青
轡
裏
。
光
浮
黒
積
邊
。
推
入
偏
重
此
。
二
念
楚
材
瞥
。

　
　
　
　
　
櫨
罪
二
十
照
巷
　
　
櫨
廻
鑓
號
　
　
　
　
…
七
砲
戦

　
　
（
十
）
李
願
詠

　
　
ウ
の

鷲
臨
輿
聖
帝
。
逡
廟
在
緻
燈
。
叱
陀
雄
千
古
。
英
威
欝
一
方
。

牧
無
難
塚
上
。
狐
兎
穴
墳
傍
。
響
褒
徳
編
略
。
留
名
篇
胤
京
。

　
　
（
　
櫓
　
　
鳶
畷
～
）
　
頁
女
豪
．
詠

寅
臼
誰
家
女
。
孤
標
一
図
嶽
。
麹
室
随
月
縛
。
紅
粉
陶
首
開
。

二
八
無
人
識
。
千
秋
己
作
次
。
潔
身
持
不
嫁
。
非
嬬
乏
良
媒
。

　
　
（
十
二
）
　
安
城
萩
野

板
築
安
城
ロ
。
紳
詞
輿
此
興
。
一
州
醗
搬
酢
。
萬
類
仰
休
徴
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

藏
藻
來
無
乏
竃
精
磁
馨
右
有
愚
、
更
晶
群
祭
慮
。
朝
夕
酒
姉
縄
Q

　
①
第
一
本
に
慰
の
字
は
譲
っ
て
騨
に
作
る
も
、
い
窯
意
を
以
て
改
め

　
　
　
た
Q

　
　
（
十
｝
こ
　
墨
　
池
　
詠

漁
人
精
酸
素
。
誰
妙
許
張
芝
。
草
聖
雄
千
古
。
芳
名
鷹
…
酵
。

割
愛
行
鳥
跡
。
研
墨
染
魚
縞
。
長
惣
臨
池
慮
。
興
來
題
詠
詩
。

　
　
（
李
四
）
　
挙
壁
樹
詠

牟
蟹
生
奇
木
。
盤
根
到
水
涯
。
高
樹
総
宿
弊
。
鱗
葉
騒
朝
霞
。

二
月
含
青
翠
。
三
秋
帯
紫
花
。
森
森
紳
樹
下
。
所
餐
不
懸
瞭
。

　
　
（
十
混
）
　
運
搬
草
詠

（S38）



池
草
…
鱗
刷
。
能
芳
二
月
春
。
日
日
日
欧
瀬
。
翠
色
携
堰
蓮
。

ひ
　
を
　
　
　
　
　
　
ウ
リ

弄
舞
喰
鞍
、
麟
。
磐
驚
燭
鈎
鱗
。
芳
葬
槻
承
厭
。
留
輿
待
誰
入
。

　
（
幸
山
ハ
）
　
一
賀
撫
脚
窒
吊
認

英
雄
徳
脱
殻
。
翻
糠
窪
簸
焼
。
五
部
徴
澱
、
匿
。
千
金
笹
野
堂
、

詩
賦
安
獣
瓦
．
、
粉
野
鼠
．
虹
梁
。
醗
宇
樗
無
徳
。
何
曾
有
不
亡
、

　
（
十
七
）
望
京
尊
詠

郭
門
望
京
腱
。
穣
ヒ
啓
重
質
。
水
北
瀬
猟
域
．
。
橋
東
踏
入
秦
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
ゆ

黄
沙
畦
鰐
口
、
白
草
日
三
春
。
不
見
中
華
使
。
翻
翻
趨
虜
塵
。

　
（
十
八
）
　
翻
似
樹
詠

　
①

孤
樹
火
映
提
。
避
春
引
影
低
。
葉
中
播
有
瀬
。
階
下
山
城
践
。

？
？
　
　
②

奮
漿
耐
脩
短
、
分
盛
徳
貸
齊
。
不
容
凡
鳥
坐
。
慮
欲
偉
、
鷹
柄
。

　
①
第
…
本
に
爽
鳶
爽
に
作
配
醜
い
ま
殿
様
以
て
改
め
た
。

　
⑨
　
第
一
本
に
短
を
嬉
に
作
る
竃
、
い
よ
意
影
以
て
改
め
翫
○

　
（
十
九
）
盤
壁
掛
詠

嘗
聞
馨
鞭
井
．
、
藪
水
論
爲
黙
韓
色
幣
還
春
漁
。
芳
傳
一
言
清
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ
ゐ

玄
欝
穗
上
蒋
、
圖
録
碧
高
塩
。
徳
重
勝
磁
器
。
諸
流
議
場
軽
、

　
（
二
十
）
分
流
泉
詠

地
属
領
泉
美
。
環
械
本
織
奇
。
　
一
源
分
異
流
。
爾
滋
入
湯
池
．

讐
犠
鰹
二
十
詠
し
に
就
い
て
（
難
解
）

三
作
者
と

年
代

　
こ
の
講
嶽
の
作
髭
ぱ
何
入
か
騒
然
劉
明
せ
な
い
。
そ
の
序
に
も

本
議
叉
に
も
之
ル
蘇
齢
す
べ
缶
ざ
手
掛
・
り
の
な
い
の
．
か
悪
双
齢
懸
で
あ
る
。
然
岬

し
習
頭
に
「
僕
鋼
隆
危
。
向
験
…
寵
紀
。
」
と
あ
、
る
の
聴
見
る
と
、
邸

ち
蟻
燈
に
締
て
二
十
年
に
垂
ん
と
す
る
と
い
ふ
の
で
あ
る
か
ら
、

こ
の
地
に
移
っ
て
久
し
く
居
住
し
て
ゐ
丸
流
寓
の
入
物
で
あ
る
こ

と
は
糊
よ
り
間
違
ひ
な
い
。
そ
の
こ
と
嫉
ま
九
第
九
の
智
慧
詠
の

末
．
句
に
…
、
世
入
偏
重
此
、
誰
念
楚
欝
賢
。
し
と
言
ひ
、
嗜
に
自
ら
を

楚
材
の
腎
に
擬
し
て
不
都
を
漏
・
照
し
て
み
る
の
に
依
っ
て
も
評
せ

ら
れ
る
。
好
鴨
は
醗
難
解
醗
替
用
の
こ
と
で
あ
る
。
流
寓
の
入
物

で
な
け
れ
ば
、
特
に
か
斗
る
字
爾
な
此
寵
に
持
出
す
理
由
が
な
か

ρ
り
・
り
。
薦
駕
す
る
に
㍗
）
の
詩
纏
漏
の
作
者
昆
ほ
、
多
少
の
鰍
申
問
“
ゲ
備
へ
な

が
ら
、
輪
而
が
も
簸
蝶
の
如
「
き
開
講
の
地
に
久
し
く
流
寓
し
、
猫
ほ

且
つ
用
ゐ
ら
れ
な
か
っ
た
入
士
と
見
る
よ
り
外
は
な
い
。

　
そ
れ
で
は
果
し
て
何
臨
噴
の
作
で
あ
ら
う
か
。
こ
れ
に
就
か
て

も
ま
ね
表
徴
な
が
ら
殆
ど
手
掛
偽
が
な
い
が
、
こ
の
詩
篇
を
鞍
霧

第
瓢
幸
鵜
巻
　
簸
繊
號
　
　
一
読
働
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土
青
薮
余
、
剛
繭
翠
榊
埜
。
況
逢
擁
謡
講
。
従
既
塗
忘
疲
。



「
蟻
燃
㎜
瓢
十
詠
扁
に
就
い
て
（
蟻
騨
鰯
）

し
た
三
通
の
文
書
が
、
葡
に
幾
っ
て
お
い
た
如
く
、
皆
癒
末
蓋
し

く
は
瀧
豊
頃
の
も
の
と
認
め
ら
れ
る
の
で
、
大
膿
そ
の
頃
の
作
で

は
な
い
か
と
考
へ
ら
れ
る
。
第
三
の
測
高
窟
詠
の
串
の
「
重
開
千

佛
刹
」
の
句
は
、
千
佛
洞
の
璽
修
せ
ら
れ
た
頃
の
作
た
る
こ
と
を

想
は
し
め
る
け
れ
ど
も
、
こ
の
石
窟
の
重
爆
せ
ら
れ
た
の
は
、
庸

代
に
な
っ
て
も
響
く
行
は
れ
て
る
る
の
で
、
當
面
の
問
題
に
欝
し

て
は
、
何
等
寄
課
す
る
所
が
な
い
。

四
　
地
方
誌
的
文
獄
と
し
て
の
債
値

　
こ
の
詩
篇
が
、
作
者
自
ら
「
略
親
圖
録
。
粗
織
由
川
、
」
と
雷
・
訪

如
く
、
各
種
の
文
獣
を
滲
照
す
る
と
共
に
、
無
地
踏
査
を
も
試
み

た
苦
心
の
結
果
に
崩
た
も
の
で
あ
・
る
こ
と
は
帰
り
疑
ひ
な
き
所
で

あ
る
。
い
ま
各
詠
に
就
い
て
委
し
く
検
甜
を
加
へ
る
こ
と
は
、
わ

た
く
し
の
日
的
と
す
る
所
で
は
な
い
が
、
多
少
早
歌
い
弛
鮎
を
左

に
粥
解
し
て
み
よ
う
。

（
｝
）
最
初
の
三
皇
虫
・
臼
龍
堆
・
莫
高
窟
・
滞
、
雛
池
・
陽
關
戌

の
如
き
は
緻
娘
地
方
の
名
高
い
名
所
蕉
蹟
で
、
古
介
の
地
誌
に
も

見
え
る
所
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
の
地
誌
の
記
事
と
参
照
し
て
、
亙

第
二
十
綴
巻
　
纂
闘
號
　
　
　
一
七
八

に
相
資
す
る
撰
が
な
い
で
ば
な
い
。
例
へ
ば
武
師
泉
詠
の
後
金
に

　
田
刀
刺
肩
壁
。
獲
矢
落
金
烏
。
志
惑
飛
泉
湧
。
能
令
働
馬
甦
。

と
あ
る
の
は
、
帥
ち
沙
州
都
督
府
心
経
に

　
懸
泉
永

　
　
古
雀
州
東
一
百
逆
十
里
。
欝
於
聡
崖
腹
巾
。
（
誌
略
）
西
涼
異

　
　
物
志
．
云
。
暴
威
師
將
早
早
廣
利
。
西
国
大
苑
．
廻
至
仁
田
。

　
　
兵
士
衆
渦
乏
。
廣
乃
以
掌
拓
痢
。
仰
天
悲
母
。
以
傾
剣
聖
山
。

　
　
飛
泉
湧
副
。
以
濟
三
軍
。
入
多
皆
足
．
入
少
不
盈
。
側
嵩
懸

　
　
壌
。
故
H
懸
暴
、
（
欝
驚
繕
噂
話
下
灘
鵠
臨

　
　
蔽
旧
光
一
轡
元
年
・
澱
圃
篇
の
沙
報
〔
借
ド
州
地
志
の
ノ

　
　
半
巻
に
も
少
し
ば
か
り
見
え
て
み
る
Q
＼

と
あ
り
、
ま
た
緻
煙
．
録
に

　
武
師
泉
。
去
沙
城
來
互
程
。
誰
時
翠
巌
利
軍
行
満
乏
。
醗
山
紳
。

　
以
下
綱
山
。
因
添
水
下
流
。
云
云
．
、

と
あ
る
記
事
と
射
比
さ
れ
る
が
、
沙
州
都
督
平
岡
維
に
も
緻
蝿
．
録

に
・
も
武
静
陣
白
茶
詠
の
「
獲
矢
曲
洛
金
烏
」
の
句
に
湘
謄
田
す
・
る
櫨
酵
説
◇
ぜ
櫨
邸
へ

て
る
な
い
。
何
分
に
も
詩
伺
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
委
し
い

内
容
を
知
る
こ
と
は
出
來
な
い
け
れ
ど
も
、
李
羅
利
が
慨
翻
を
場

て
山
を
刺
し
た
と
い
、
旧
徳
説
の
外
に
、
猶
ほ
太
陽
を
紺
落
し
た
と

（　sile　）



い
ふ
や
う
な
徳
詮
が
當
時
武
翠
雲
に
纏
っ
て
博
へ
ら
れ
て
る
た
の

で
は
あ
る
ま
い
か
。
果
し
て
然
ら
ば
越
州
都
督
府
岡
経
や
熾
煙
録

の
關
を
補
ふ
べ
き
一
異
聞
で
あ
る
、

（
二
）
第
八
の
玉
女
泉
詠
は
、
こ
れ
亦
た
轍
焼
録
に

　
城
酉
八
十
五
里
。
有
玉
女
泉
。
人
傳
総
有
綿
駅
。
毎
歳
此
郡
率
童

　
男
女
各
一
入
充
祭
漱
紳
。
年
則
混
成
不
爾
損
蕾
。
父
傍
難
乱
坐

　
離
。
清
女
鴬
紳
所
録
。
観
然
傭
手
纏
没
。
勲
爵
「
巾
。
刺
史
張
孝

　
器
下
車
。
寺
入
上
之
。
太
守
怒
U
。
貴
有
以
源
妖
怪
難
戦
座
興
。

　
翌
翌
壇
備
牲
泉
華
U
。
匹
見
本
身
欲
親
亨
。
神
乃
化
爲
一
龍
．

　
胆
水
｝
㎜
轟
。
太
守
癒
華
中
喉
。
綾
剣
斬
首
、
親
距
離
進
上
。
玄

．
宗
嘉
稽
獣
道
。
燧
賜
龍
澱
。
勅
號
龍
胆
張
氏
。
編
准
簡
書
。

と
あ
る
傳
説
と
封
比
さ
る
べ
く
、
互
に
鼎
資
す
る
も
の
と
恩
ふ
。

（
黛
）
第
九
の
慧
懇
詠
は
段
物
に
興
す
る
文
獣
と
し
て
注
意
に
償

す
る
。
憲
懸
と
は
、
…
習
ふ
ま
で
も
な
く
酉
域
か
ら
躍
る
費
石
で
あ

る
。
こ
の
實
石
に
耀
し
て
は
、
夙
に
ラ
ゥ
フ
ァ
ー
（
じ
ご
●
　
㎞
い
餌
煽
暁
⑦
村
）
氏

が
　
、
．
窯
○
審
。
陰
。
誹
目
録
ρ
鎧
。
一
ω
一
コ
鯵
Φ
団
紙
押
．
．
（
署
．
ひ
。
α
－
。
。
9

禽
ふ
9
Φ
下
Φ
c
◎
）
及
び
、
、
ω
貯
。
白
欝
巳
6
鋤
’
（
唱
℃
．
鋤
嵩
－
紹
O
）
に
委

し
い
研
究
を
幾
表
し
て
み
る
が
、
野
鶏
籔
は
そ
の
牲
質
も
潔
地
も

門
縣
脚
鰹
…
二
十
詠
猛
に
就
い
て
（
瀞
　
驚
）

未
だ
正
確
に
は
知
ら
れ
る
に
棄
っ
て
み
な
い
の
で
あ
・
る
．
．
然
る
に

い
ま
麸
懸
詠
に
「
慧
慧
焦
山
下
。
悠
悠
探
…
幾
年
。
」
と
需
ひ
A
慧
慧

の
探
掘
せ
ら
れ
る
場
所
と
し
て
焦
点
の
名
を
畢
げ
て
る
る
の
は
、

兎
も
角
も
懸
慧
の
問
題
に
新
ら
し
い
材
料
を
提
供
す
る
も
の
で
は

あ
る
ま
い
か
。
焦
出
に
就
い
て
は
わ
た
く
し
は
未
だ
何
等
の
研
究

も
試
み
て
み
な
い
が
、
こ
れ
は
後
日
に
譲
る
こ
と
・
す
る
。
猫
ほ

慧
慧
詠
に
「
駕
珠
懸
實
轡
。
作
僕
關
金
釧
。
」
と
あ
る
の
も
、
當
時
の

風
俗
史
料
と
し
て
甚
だ
面
面
い
。
こ
れ
に
よ
っ
て
常
臨
煮
焼
地
方

の
言
入
が
喜
ん
で
慧
慧
を
装
身
具
に
用
み
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

（
四
）
第
十
の
李
廟
詠
は
、
西
涼
の
李
無
が
そ
の
先
世
を
配
っ
た

廟
の
こ
と
で
、
こ
の
廟
に
就
い
て
は
、
越
州
都
督
府
岡
経
や
徽
煙

録
に
も
記
事
が
あ
る
。
尤
も
沙
州
都
督
府
岡
経
に
よ
る
と
、
馴
に

李
鵬
の
子
の
諏
・
譲
・
倫
等
を
麗
つ
た
廟
が
存
在
し
た
ら
し
い
が

こ
れ
ら
の
廟
は
聖
代
に
は
既
に
甚
し
く
荒
旨
し
て
る
た
も
の
と
見

え
、
欝
積
都
督
府
即
言
に
　
、
黒
宇
除
殿
。
階
畷
俺
存
。
し
と
あ
る
。
こ

の
李
廊
詠
に
一
、
牧
笛
歌
壕
上
。
狐
兎
穴
墳
傍
。
罪
　
と
あ
る
の
は
避
く

贈
酵
の
早
歌
で
あ
っ
た
の
で
あ
ら
．
う
、

（漕

k
ヨ
）
第
＋
二
の
安
城
厭
詠
は
、
豊
州
の
厭
廟
を
詠
じ
た
も
の
に

第
謡
十
鰻
巷
　
策
澱
醗
　
　
…
七
九

（8‘II）



…、

R
懸
二
幸
詠
賑
に
就
い
て
（
紳
購
）

報
蓮
な
い
が
、
構
故
こ
れ
な
安
城
妖
と
麗
し
た
の
か
未
だ
詳
ら
か

に
せ
な
い
。
沙
州
の
級
廟
の
こ
と
は
、
地
塁
都
督
癬
圖
維
に

　
駅
紳

　
　
窟
在
州
東
一
搬
。
立
金
叢
鯨
韮
。
総
窮
二
十
罐
。
其
院
周
廻

　
　
一
撃
盤
。

と
あ
る
。
こ
の
安
城
練
薬
に
鞭
て
注
意
す
べ
き
は
、
第
…
に
「
飯

築
安
城
口
。
瀞
等
方
魏
興
。
し
と
あ
る
句
で
あ
る
。
い
ま
鮎
ら
く
安

城
を
沙
記
憶
の
こ
と
、
假
出
す
れ
ば
、
沙
州
の
萩
廟
は
、
沙
州
城
、

の
築
造
と
共
に
建
寛
せ
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。
果
し
て
沙
益
城
が

何
時
築
造
せ
ら
れ
九
か
を
知
ら
ぬ
が
、
少
く
と
も
こ
の
詩
の
作
ら

れ
た
當
時
に
在
っ
て
は
、
沙
州
城
の
築
造
せ
ら
れ
允
年
代
と
塾
に

駅
廟
の
建
立
せ
ら
れ
た
年
靴
も
一
般
に
明
瞭
に
知
ら
れ
て
み
た
も

の
と
親
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
さ
う
懇
っ
て
更
に
沙
州
都
督
府
岡
経

を
技
愛
す
る
と
、
沙
州
に
於
け
る
「
四
七
維
紳
」
と
し
．
て
、
t
地

紳
・
風
伯
紳
・
雨
師
紳
∴
藤
紳
と
隅
紳
の
廟
を
慕
け
て
る
る
申
で
、

萩
紳
を
除
く
他
の
三
崎
に
は
、
い
つ
れ
も
「
不
傭
起
在
八
代
し
と

記
し
て
み
る
の
に
附
し
て
、
練
紳
に
は
猫
O
さ
う
い
ふ
文
句
が
な

い
。
こ
れ
は
恐
ら
く
偶
然
で
は
あ
痘
ま
い
。
こ
れ
ら
の
事
實
を
手

第
瓢
御
輿
巷
　
御
報
號
　
　
一
八
○

掛
り
と
し
て
簗
に
談
饗
す
れ
ば
、
或
は
轍
焼
地
方
に
羅
教
の
徳
へ

ら
れ
六
年
代
聖
明
ら
か
に
せ
ら
れ
る
と
患
ふ
。
そ
れ
か
ら
こ
の
安

城
顧
詠
に
就
い
て
第
二
に
注
意
す
べ
き
は
、
「
翼
否
掌
祭
慮
、
朝
夕

酒
傭
縄
。
」
の
伺
で
あ
る
⇔
こ
れ
に
依
っ
て
常
時
駅
紳
に
爾
講
ひ
の

祭
が
行
は
れ
た
こ
と
、
ま
た
酒
な
供
へ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
佛

臨
…
酉
の
醐
悶
罵
…
圃
菩
餓
に
柑
帯
す
・
る
胸
激
植
諾
久
懸
口
の
由
・
、
月
山
二
六
二
九
一
號

に
首
尾
共
に
闘
け
た
一
湧
の
文
書
で
、
ペ
リ
オ
教
授
が
、
、
甥
鐙
瞬

筥
Φ
簿
窯
。
。
8
層
δ
煽
①
幽
ヨ
℃
○
訴
鶉
纂
ω
霞
一
、
三
ω
8
㌣
Φ
ざ
。
鉱
Φ
号

躍
り
O
償
Φ
亭
び
O
奏
欝
韓
．
噛
と
記
し
て
み
る
も
の
が
あ
る
Q
紙
の
接
縫
に

「
鰍
義
軍
節
度
使
新
誌
司
」
の
印
が
あ
⇔
、
疑
ひ
も
な
く
辮
義
黛
の

記
録
の
断
簡
で
あ
る
が
、
そ
の
中
に
も

　
〔
七
月
〕
十
H
城
東
蔽
審
、
瀞
酒
爾
畿

と
い
ふ
一
條
が
あ
る
。
當
酵
駅
帥
に
酒
を
供
へ
る
風
習
の
あ
っ
た

こ
と
が
盆
・
・
…
明
ら
か
に
な
る
希
こ
れ
ら
も
駅
紳
に
關
…
す
る
史
料
と

し
て
多
少
の
蓼
考
に
な
ら
う
。

（
五
）
第
＋
一
一
あ
墨
池
詠
は
、
こ
れ
亦
．
九
三
朝
都
督
府
閾
維
の
張

芝
墨
池
の
記
事
と
欝
比
さ
る
べ
歯
も
の
で
あ
る
跨
．

　
以
上
わ
た
く
し
は
再
審
二
塑
像
に
就
い
て
氣
附
い
た
黙
を
簡
躍

（　8｛tL）　）



に
遽
べ
池
の
で
あ
る
が
、
そ
の
地
方
誌
的
文
獣
と
し
て
の
綴
値
は

肉
ら
論
…
明
の
必
要
も
な
か
ら
う
。
圏
⇔
轍
…
煙
地
・
万
の
古
い
地
誌
と

し
て
賜
に
學
界
に
紹
介
せ
ら
れ
允
沙
州
都
督
府
岡
経
・
轍
燈
録
・

膚
驚
啓
元
年
書
霧
沙
摺
伊
州
地
誌
・
後
溝
幽
翠
二
年
撰
蘇
州
地
誌

の
響
岩
に
は
比
す
べ
く
も
な
い
け
れ
ど
も
、
わ
炊
く
し
は
そ
れ
ら

に
次
い
で
費
、
隠
す
べ
壷
女
獣
と
恩
・
．
ゆ
の
で
あ
・
る
。

（　，9sS3　）

、

…
嶽
漣
諜
幸
詠
㍊
に
就
い
て
ハ
聯
繊
）

第
瓢
牽
購
鶴
　
雑
購
，
鷺
　
　
…
八
一


